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賛美歌
さ ん び か

  『みんなのさんびか１』「風
かぜ

と歌
うた

う」（©JASRAC） 

主
しゅ

の祈
いの

り 21－62番
ばん
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にいます わたしたちの父
ちち
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さ ん び か
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 アーメン コーラス（21－40－6番
ばん

）（©教団
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讃美歌
さ ん び か
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 （4頁
ページ

をご参照
さんしょう

ください）      

《席
せき

にお座
すわ

りになったままで礼拝
れいはい

にご参加
さ ん か

ください》 

＊「献げ物
ささげもの

（献金
けんきん

）」は、受付
うけつけ

にある献金箱
けんきんばこ

にお献
ささ

げください。 

2026 年 3 月 15 日（日） 

日本キリスト教団 久宝
きゅうほう

教会
きょうかい

 

第 68 巻第 48 号（通算 3485 号） 

教会設立 1959 年 6 月 14 日 
 
〒581-0072 
大阪府八尾市久宝寺 6 丁目 7－10 

TEL 072-992-2131 FAX 072-992-2135 

主任担任教師・牛田 匡 牧師 

隠退教師・小林 達夫 牧師 

郵便振替：00980－5－212130 「日本基督教団久宝教会」 

【集会案内】こどもの礼拝：毎日曜 10：00－10：20   何かお悩みがありましたらご遠慮なくご相談ください 

      主日礼拝：毎日曜 10：30－11：30 小さい子どもたちも、いつでも歓迎いたします。 

教会標語 
 

小
ちい

さくされている人
ひと

を 

大切
たいせつ

にする教 会
きょうかい

 
 

ホームページ「久宝教会」 
（ウェブサイト）  

    http://www.koinonia.or.jp/kyuhokyokai 

【連絡先(牛田)】090-9161-4027 

kyuho-church@koinonia.or.jp 

丈夫な人に医者はいらないが、具合の悪い人には必要なのだ。実に、私が来たのは、「正統派の人」 

を招くためではなく、「道をふみはずした者」を招くためである。（マルコによる福音書２：１７） 

 



招きの詞 詩編 27 編 8－10 節（聖書協会共同訳©日本聖書協会） 

8あなたに私の心は言いました／「私の顔を尋ね求めてください」と。 

主よ、私は御顔
み か お

を尋ね求めます。 

9御顔を私から隠さず／怒りによって僕
しもべ

を退けないでください。 

あなたは私の助けとなってくださいました。 

私を置き去りにせず、見捨てないでください／わが救いの神よ。 

10父と母が私を見捨てようとも／主は私を迎え入れてくださいます。 

 

消灯
しょうとう

の詞
ことば

（参照：マタイによる福音書 21 章 7－11 節、27 章 15－23 節） 

 「 a ホサナ、ホサナ」と言ってイエス様を歓迎したのに、すぐその後に     

「十字架につけよ」と叫んだエルサレムの人々のことを思いながら、4 つ目の  

ろうそくを消します。  （注 a：「どうか私たちをお救いください」の意味） 

 

聖書 マルコによる福音書 9 章 2－13節
せつ

（聖書協会共同訳©日本聖書協会） 

 2 六日の後、イエスは、ただペトロ、ヤコブ、ヨハネだけを連れて、高い山に   

登られた。すると、彼らの目の前でイエスの姿が変わり、3 衣
ころも

は真っ白に輝いた。

それは、この世のどんなさらし職人の腕も及ばぬほどだった。4エリヤがモーセと

共に現れて、イエスと語り合っていた。5 ペトロが口を挟んでイエスに言った。  

「先生、私たちがここにいるのは、すばらしいことです。幕屋
ま く や

を三つ建てましょう。

一つはあなたのため、一つはモーセのため、もう一つはエリヤのために。」6ペトロ

は、どう言えばよいか分からなかった。弟子たちは非常に恐れていたのである。  
7 すると、雲が現れて彼らを覆

おお

い、雲の中から声がした。「これは私の愛する子。 

これに聞け。」8弟子たちは急いで辺りを見回したが、もはや誰も見えず、イエスだ

けが彼らと一緒におられた。 

 9一同が山を下っているとき、イエスは、「人の子が死者の中から復活するまで、

今見たことを誰にも話してはならない」と弟子たちに命じられた。10 彼らはこの 

言葉を心に留
と

めて、死者の中から復活するとはどういうことかと論じ合った。  
11 そして、イエスに、「なぜ、律法学者は、まずエリヤが来るはずだと言っている

のでしょうか」と尋ねた。12 イエスは言われた。「確かに、まずエリヤが来て、   

すべてを建て直す。では、人の子については、どのように書いてあるか。多くの  

苦しみを受け、蔑
さげす

まれるとある。13 しかし、言っておく。エリヤはすでに来たの

だ。そして、彼について書いてあるとおり、人々は好きなようにあしらったのであ

る。」 

  



 

《先週のメッセージより》2026 年 3 月 8 日レント（受難節）第 3 主日礼拝 

「あなたもキリストの一人」       牛田匡牧師 

聖書 マルコによる福音書 8 章 27－33 節 

 イエス様は弟子たちと共に、ガリラヤ湖の北、雪を戴くヘルモン山のふもと

にあるフィリポ・カイサリアへと向かわれました。その道すがら、イエス様は

「人々は、私のことを何者だと言っているのか」と問われます。洗礼者ヨハネ

やエリヤといった預言者の再来を期待する人々の声に対し、ペトロは「あなた

は、メシアです」と答えました。しかし、マルコによる福音書では、イエス様

はこの告白を公にすることを禁じ、直後に自らの受難を予告されます。「メシ

ア（＝キリスト＝救い主）」とは本来「油注がれた者」を意味し、聖書の中で

は祭司や王、さらには異邦人の王でさえもそのように呼ばれました。それは 

神の祝福と聖別の象徴であり、本来はイエス様一人の独占的な称号ではありま

せん。イエス様の生き様は、特定の誰かが神格化されることではなく、すべて

の人の、すべての命の中に神が共におられることを証しするものでした。ペト

ロの告白の背後には、「真理を知る一番弟子」という自負や思い上がりがあっ

たのかもしれません。イエス様が彼を「サタン」と厳しく退けたのは、そのよ

うな選民意識や特権意識こそが、人を抑圧する悪の根源であることを見抜かれ

ていたからではないでしょうか。 

 イエス様が語られた受難と復活の予告は、あらかじめ決まった「出来レース」

の予知ではありません。たとえ殺されるほどの苦難があっても、決してそこで

終わりにはならない、神の正義は必ず実現するという「命の神」への絶対的な

信頼の表明です。自分の損得や目先の安心という「人のこと」を優先するので

はなく、何ものをも神とせず、不当な支配や抑圧に抗う「神の御心」に生きる

こと。かつてエルサルバドルのロメロ大司教は、凶弾に倒れる直前まで、内戦

と貧困の中で苦しむ人々に「あなたもキリストの一人」と声をかけ続けました。

今、この時も世界では戦争が続き、ドローン攻撃などの非人間的な暴力によっ

て、顔の見えないところで尊い命が奪われています。人が人を支配し、踏みに

じる現状は、決して神の御心ではありません。神から与えられた命に上下はな

く、私たちの内にはキリストの命が確かに宿っています。「あなたもキリスト

の一人」という呼びかけを胸に、私たちは自分自身の思い上がりや「人の思い」

を超え、平和を作り出す神の御心に従って、イエス・キリストの後を辿り、  

今日ここから歩み出していきましょう。 
 

毎週の「メッセージより」は、ウェブサイト等にも順次掲載されています。 
 

 

 ホームページ    Facebook   YouTube 
             



 

◎ 先週の報告 2026 年 3 月 8 日 レント（受難節）第 3 主日礼拝 

 教会での礼拝は休会でした。YouTube での聖書朗読とメッセージの配信のみを行

いました。 礼拝配信動画の視聴回数 8 回 感謝 
 

◎次週 2026 年 3 月 22 日（日）受難節
レ ン ト

第５主日礼拝 

 招きの詞 哀歌 3 章 22－23 節、32－33 節 
 聖 書 マルコによる福音書 10 章 32－45 節 
 メッセージ「この世を生きる苦しみ」牛田匡牧師     
 賛美歌 21－305（©JASRAC）、21－568、21－532（©P.D.）、新生 73（©JASRAC） 

 礼拝後に、釜ヶ崎支援のための「おにぎり作り」を行って、いこい食堂にお届けす

る予定です。どなたでもご参加ください。 
 
◎お知らせ 

・これまでの「週報」や「メッセージ（全文）」はホームページに掲載しています。

また中継録画のメッセージ部分を YouTube でご覧いただくことも可能です。 

・本日の 15 時～17 時にかけて、東梅田教会にて大阪教区社会委員会主催の公開講

演会「大阪・関西万博とは何だったのか」が開催され 

ます。事申込不要、参加無料です。どなたでもご参加 

ください。 

・次週 3 月 20 日（金・春分の日）14 時半から、西大和 

教会にて公開講演会「戦争プロパガンダの恐ろしさ」 

が開催されます。講師は河田隆史さんです。事前申込 

不要で参加費無料です（ただし席上献金があります）。 

どなたでもご参加ください。 

・次週 3 月 22 日（日）15 時～17 時半にかけて、大阪 

福島教会において教区カルト対策特別委員会主催の 

カルト対策学習会が開催されます。参加費無料です。 

19 日（木）までに申し込みが必要です。右下の QR 

コードよりお申込み下さい。 

・次週 3 月 23 日（月）14 時～16 時にかけて、関西労 

働者伝道委員会主催「第 2 回釜ヶ崎セミナー 夜回り 

って何？」が釜ヶ崎の旅路の里（大阪市西成区萩之 

茶屋２－８－９）にて開催されます。申込は不要で、 

参加費は大人 1,000 円、学生 500 円です。集会後に 

懇親会を予定しております。 
 
◎ 次週以降の行事予定 

 メッセージ 行事 

3/22 牛田匡牧師 おにぎり支援 

3/29 牛田匡牧師 （受難週）誕生者祝福式 

4/5 牛田匡牧師 
イースター礼拝・ユーカリスト 

愛餐会・教会を考える会 

4/12 
（第二好意の庭・感謝祝福式） 

教会堂での礼拝は休会です。（YouTube配信のみ行います） 

 

 

 


